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私が和詩の鑑賞も創作も出来ないくせに,英詩

の作成に飛びって,すでに三十有余年になる｡そ

れでは,どんなものを作成して釆たかを,一二後

述させていただくとして,五里霧中を模索して来

た跡の一端 も語らせていただきたい｡

私が英詩を志向するに当って,手に取った参考

書といえは,先づ第一に昭和十年頃のものか,標

題も忘れたが,多分平田秀木先生の四六版 ･厚さ

7ミリほどのものであったが,これは馬鹿にして

はいけない,私にとって非常に貴重な参考書とな

った｡それから,次に第二は,これも標題がVersi-

ficationとい うだけで,その出版社名も出版年代

も忘れてしまったが,その規格から追想すれば,

多分0ⅩfordEdition物であったか｡私は,これに

よって決定的な指針を得た｡然るに,前者は多分

件二男にくれたか,後者は図書館からの借用で,

二度と手に触れることはなくなった｡今では,い

ずれも,なつかしい師友という印象になっている｡

英詩の作成はむずかしいという人が多い｡然し,

韻律法 の三 大要素,つ ま りmeter-rhyme-

stanzaと,順序よく説明してあれば,興味は次々

と湧いて来るものであるが,その論順を誤ると,

英詩の作成は,実にむずかしいものだと思わせる

ことになる｡ところが,英詩の韻律法に関する参

考書で,その後私は不幸にして,良書を見る機会

に恵まれないまま,今日に至っている｡良書の出

現を待つや切なるものがある｡

さて,凡そ芸術作品,特に詩も,その鑑賞と創

作との両立が出来れば,ありがたい｡それで,私

は和詩 (自作であろうと,他作であろうとに拘ら

ず)を英詩に,英詩 (これも,自作であろうと,

他作であろうとに拘らず)を和詩にとの欲深い方

法を辿って来たのである｡私は ｢両刀使い｣が好

きであるし,またこれで行 くのが本当のような気

がしている｡それで,先づ他作を訳詩にを第-に,

次に自作を訳詩にを第二に,例示しつつ,この気

拝を語ることにしよう｡

〔Ⅰ〕 他作を訳詩に

他作の英詩は,すでに固定したものであるから,

その原語なり,その原位なりに一つ一つ適語 ･遠

位があろう等はない｡この故に,ただ出来るだけ,

原意を損わないように,良心的な努力を捧げるよ

り仕方がない｡

(1)私 は先づ限 りな く慕 わ しい詩 人Robert

BumsのAuldLangSyneに立ち向った｡そして,

その時,私は(1)和英両語に於けるロゴス(1'oγor)

の宿命的な相異には,お手を挙げ,せめてはその

たぎるパ トス(7rae:or)をだけは自分の人間的な限

界に於て,その原意を再現すること,(2)出来るな

らば,原作のメロディーで歌えるように,音数を

配列すること,などに注意した｡

AuldLangSyne

なつかしの 幾とせ

Shouldauldacquaintancebeforgot

むかしの友は 忘るべき

Andneverbroughttomind?

心にとどめ をかずして

Shouldauldacquaintancebeforgot

むかしの友は 忘るべき

Anddaysoflangsyne?

遠き昔も 忘るべき

chorus

合唱

7-5

7-5

7-5

7-5
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Forauldlangsyne,mydear

友よ過ぎにし 昔をは

Forauldlangsyne,

遠き昔を なつかしみ

We'lltakacupo'Kindnessyet,
と も さ け

我ら交はさん 友情の酒杯

Forauldlangsyne.

遠き昔を なつかしみ

場合も,和英両語に於ける必然的な宿命を無視す

7-5 ることは出来ない｡自分で一人がやることだから,

どうにもなるではないかと言えそうであるが,秩

7-5 してそうではないOそれがまた例の言霊 (ことだ

ま)が持つ幽玄というものか｡

7-5 (1)一九六一年は,例の ｢川中島合戦｣四百年に

当る年であった｡不肖私は,放線のため,一首を

7-5 捧げたのが,次の如きものであった｡和詩は各行･

和詩は,上下二段に分け,それぞれ7音と5音

とを配布し,そしてこれで,原作の各行が各様に

それぞれ流すメロディーで結構 うたえるから,読

者各位,ご試吟を給われよ｡

(2)他作の和詩は,これも出来るだけ原意を原位

で再現してみたいと考えている｡例示の素材に取

り上げたのは,｢故郷｣〔信州の人 ･高野辰之 (下

高井郡豊田村出身)の作〕｡

故郷

MyHomeland

兎おひし かの山

ThatmountainwhereIwouldoftenchase

hares. 10

小鮒釣 りし かの川

ThatbrookwhereIwouldoftenangle

smallgibels. 10

夢は今も めぐりて

Thosecomeroundevennow inmyold
dreams. 10

忘れがたき 故郷

MydearandsweetHomelandcan'tbe

forgot. 10

英文に移すとき,原文のメロディーで歌えるよ

うにと,各行10音を配布してみた｡これも,まあ

まあの程度で,気持ちよく歌っていただけると思

う｡せめて,rhymeだけはと思ったが,適語が見

出せないので,残念であった｡

〔ⅠⅠ〕 自作を詩歌に

上下二段にそれぞれ七音と五音を,英詩は各行に

十音を,それぞれ配布し,rhymeも注意してみた｡

(aとa′とで ｢多少異ること｣を意味した)0

川中島の古戦場

KawanakajimaBattle丘eld

遠き昔の 決戦場 7-5
AncientBattlefieldwherethe丘nalwasdone!

a

涙にむせび ただ独 り 7-5

Chokedwithtears,Ididwanderallover.

b

探ねる跡も 今は亡く 7-5

Searchingfortheremainsinrainalone,a′

.恨みは長し 千曲川 7-5

Myso汀OW'11lastaslongastheRiver.
b

(2)自作の英詩を和詩に変形することは,経験の

物語るところ,その道も異ならずである｡頭の中

で,英詩を作る方が和詩を作る方よりは容易な場

合がある｡私に於ては,次例がその一つである.

英詩では各行に十音を,和詩では各行に七音を,

それぞれ配布し,そして英詩にはrhymeの点も出

来るだけ努力したつもりである｡1979年11月19日,

晩秋の山麓 ･静かな書斎での駄作であったに過ぎ

ない｡

GentianofShinano

信濃のりんどう

自作の和詩を英詩に,英詩を和詩に,変形する

-52-

Undertheblueskyandontheplateau,a

蒼窮の下 台地の上に 7-7

Therehaslivedanowerbeautifulblooming.



b

ただ住ひしつ 咲きてうるはし 7-7

Isitagentian,knownbyvisiting? b

訪れて知る 花 りんどうか 7-7

Inthepureair,inthesunofmoming,b

澄める大気に 朝陽をうけて 7-7

Itisnobleandblue-purplishshining. b

青紫に 気高 く匂ふ 7-7
Whocalledit̀theFlowerofShinano'?a′

誰か名づけし ｢信濃の花｣と 7-7

plateauとShinanoとは完全な押韻をしていな

いが準韻として許されるであろう｡尚,nobleと

blue-purplishとは共に形容詞であるが,詩ではそ

れが副詞として許されるようである｡

私は和詩にも,況や英詩には,全 くのamateur

であるので,以上の如きはただ ｢みみずのたわご

と｣に過ぎない｡然し,｢真の詩とは何か｣を追求

することには,童心を失わない点で,人後におち

たくないのが悲願である｡それ故に,他作の名品

があろうのに,その形式にも内容にも,あまり敬服

が出来ないとき,私は自分の鑑賞力が未熟貧困で

あることに悲哀を感ずる｡

さて,RobertBurnsは,純情一筋に,Vive

l'amour,etvivelabagatelle.(恋愛万才,駄作も

万才)といって,日夜精進した｡私は,その意気

に感動する｡そこで,同好の詩友に,私の拙い試

行錯誤を聴いていただきたい｡

(1) 機会ある毎に,辞書で,詩語 (poetical)杏

集めておく｡

(2) 韻律法の良書 (何語によるものでもよい)

で,定型詩を習得する｡

(3)｢文法+修辞学｣の窓から,すべての詩材を

眺める｡

(4) rhythm は後 まわ しに して も,せ め て

rhyme位は織 り込みたい｡

(5) stanzaは一つでもよいから,推敵は多いほ

どが望ましい｡

(6)作品は良師 ･良友の批判を仰 ぐのがよい｡
かた

特に英詩の場合は,英語がvernacularの方を

えらぶがよい｡彼らの建設的な批判には素直

でありたい｡
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